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『働くことを軸とする安心社

会～まもる・つなぐ・創り出

す～』の実現を目指して！ 

ＮＯ、７２ 

２０２４年 ５月２２日 
 

連合島根西部地域協議会  
〒６９ ７―０ ０ ２ ２  

島根県浜田市浅井町６４―２  

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ８ ５ ５ -２ ４ -２ ０ ５ ５  

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ８ ５ ５ -２ ４ -２ ０ ５ ６  

○発行責任者   高平   淳一  

○編集責任者   堀江  元気  

 

 

 

 
 

 

 

 

今
年
も
第
９５
回
目
を
迎
え
る

「
労
働
者
の
祭
典
」
メ
ー
デ
ー

が
『
連
帯
の
力
で
平
和
と
人
権

を
守
り
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
！ 

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
み
ん
な
で
支
え
合
い
・
助
け

合
お
う
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

各
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
５
年
ぶ

り
に
従
来
規
模
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
連
合
島
根
、
各

市
の
首
長
、
各
地
区
の
推
薦
議

員
団
お
よ
び
労
働
者
福
祉
事
業

団
体
な
ど
の
皆
様
を
来
賓
に
お

招
き
し
、
「
第
９５
回
メ
ー
デ
ー

宣
言
」
を
参
加
者
全
員
で
確
認

す
る
と
と
も
に
、
デ
モ
行
進
の

実
施
や
プ
ラ
カ
ー
ド
審
査
、
お

楽
し
み
福
引
抽
選
会
な
ど
で
お

祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、
邑
智
地
区
に

お
い
て
は
演
劇
も
行
わ
れ
、
各

地
区
特
徴
の
あ
る
メ
ー
デ
ー
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
メ
ー
デ
ー
会
場
に
お
い

て
２０２４
年
１
月
１
日
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
へ
の
救
援
カ
ン
パ

活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。 

各
地
区
で
『
第

回
メ
ー
デ
ー
』
を
盛
大
に
開
催
！ 

各地区メーデーの様子！

～２０２４春季生活闘争情勢～

◇要求状況 

 連合島根全体組合集計による平均要求額は、14,808円・5.76％（81組合）【昨年同期 9,596円・3.55％
（82組合）】であり、昨年同時期の要求より 5,212円・2.21％上回っている。連合島根集計開始以来の
高い要求水準が依然維持されている。また、昨年同時期比較において春闘後半となりながらも要求額
が下がる傾向のないことから今次の春闘要求において、労働組合としての高い意欲と組合員の生活向
上・生活防衛を鑑みた対応が結果として表れている。（※いずれも単純平均による数値） 
◇妥結状況 

 県内の妥結状況は、5月 8日現在で妥結した 54組合の平均で 8,469円・3.18％【昨年同期 5,765円・

2.32％（59 組合）となっており、全体で 2,704 円昨年同時期を上回った。妥結組合数は毎年の同時期

比較で 2022年・66組合、2023年・59組合、2024年・54組合と推移しており、決着スピードの鈍化と

もとれるが、前回集計時と同様に粘り強い労使交渉が継続中であることが要因である。 

前回報告と同様に、過去最も高い妥結額となっている一方で、実質賃金のマイナスは 24カ月連続にも
及んでいるとの報告の中、円安や原油高を背景とする物価高騰に賃金上昇が追いつかない状況が続き、
家計悪化に歯止めがかからない実態が継続している。大手組合や中央との水準に大きな差が生じる状

況も懸念されるが、現段階、要求書提出組合のうち 27組合が粘り強く交渉継続中である。各組合の最
後までの奮闘に期待する。 
 賃上げの流れを受けた今春闘の結果は、今後県内における労働相場へも影響し、島根地方最低賃金
交渉、公務員給与、一時金交渉等に反映される。連合島根は引き続き各構成組織との連携と情報共有の
もと春闘交渉を支えていくと共に雇用環境や労働環境の課題解決に取り組んでいく。 
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今年も労働者にとって非常に重要な熱い闘いとなる春闘が

スタートしました。 

歴史的な物価高により、昨年の賃上げの恩恵が感じられな

い状況が続く中、今春闘においても、「総合生活改善闘争」の

位置づけのもと、国民生活の維持・向上をはかるため、労働組

合が社会・経済の構造的な問題解決をはかる「けん引役」を果

たす闘争となりました。すべての働く者が安心して働くこと

のできる環境整備と分配構造の転換に繋がる賃上げの実現に

こだわり、「底上げ・底支え」「格差是正」をはかることに重点

を置いた取り組みを訴え、その取り組みの浸透を図るととも

に春闘勝利に向け 3 月 12 日の江津地区を皮切りに、各地区

2024春季生活闘争勝利総決起集会が開催されました。 

＜各地区開催状況＞ 

地区 開催日程 開催場所 規模 

邑智 3 月 13 日(水)18：30～ 悠邑ふるさと会館 50 名 

江津 3 月 12 日(火)19：00～ 江津市総合市民ｾﾝﾀｰ 50 名 

浜田 3 月 14 日(木)18：30～ いわみーる 100 名 

益田鹿足 3 月 21 日(木)18：30～ 益田市民学習ｾﾝﾀｰ 150 名 

 

 

 

 

 
５
月
１８
日(

土)

金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
幅
広
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
災
害
等
支
援

活
動
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
や
、
各
構
成
組
織
・
各
地
区
の
組
合
員
の
交
流
を
深
め
、「
顔
合
わ
せ
」

「
心
あ
わ
せ
」「
力
あ
わ
せ
」
か
ら
組
織
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
連
合
島
根
各
役
員
、
島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

島
根
県
本
部
、
同
西
部
支
所
、
中
国
労
金
、
連
合
推
薦
議
員
お
よ
び
東
部
地
協
、
中
部
地
協
の

皆
様
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
く
な
ど
構
成
組
織
・
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

お
陰
様
で
７１
名
と
い
う
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
汗
ば
む

陽
気
の
中
で
、
組
合
員
同
士
の
交
流
・
懇
親
に 

繋
が
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
景
品
に 

は
、
今
ま
で
に
被
災
し
た
地
域
の
物
産
品
を
中 

心
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ャ 

リ
テ
ィ
ー
募
金
の
７
１
０
０
０
円
は
連
合
島 

根
か
ら
赤
十
字
を
通
じ
て
能
登
半
島
地
震
で 

被
災
し
た
被
災
地
へ
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
第
１３
回
大
会
の
優
勝 

者
は
、
前
西
部
地
協
事
務
局
長
の
「
土
岡
勉
」 

さ
ん
で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 


